
I. 徳島大学大学教育再生加速プログラム

事業の概要
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徳島大学大学教育再生加速プログラム（AP）事業の概要 

 

 

１）事業内容 

 ᖹᡂ 26 ᖺᗘࠕ大学教育再生加速プログラムࠖ᥇ᢥࡓࢀࡉᮏ学のྲྀ⤌ࡣ㸪ࠕ㕲ࡕ࠺࠸⇕ࡣᡴ

࡚ࠖ�SIH: Strike while the Iron is Hot�の⢭⚄ࡾ๎㸪㌿ᤵ業㸪グ࣮ࣝプ࣮࣡ࢡ㸪学ಟࢺ࣮࣏

グのయࣥࢽラ࣮࣭ࣈࢸࢡࡓࡋ┙ᇶࢆࣥࣙࢩࢡࣞࣇࣜࡿࡼ➼㸪ᑓ㛛㡿ᇦ᪩ᮇయ㦂࢛࢜ࣜࣇ

㦂ࢆ㏻࡚ࡋ㸪学生教ဨࡀඹ学࠸ྜࡧᡂ㛗ࠕࡿ࠶࡛┠⛉ࡿࡍSIH 㐨ሙ㹼࣭ࣈࢸࢡラ࣮ࣥࢽ

グධ㛛㹼ࠖࢆ㸪ึᖺḟᑟධࠋࡿࡍᮏ⛉┠࡛ࡣ㸪学生ࡣᑗ᮶ࢆぢᤣ࡚࠼学⩦ពḧࡀ࡞ࡏࡉୖྥࢆ

ຊ❶ᩥࠕ࡞ᚲ要㊶㸪⬟ືⓗ学ಟのᐇࡽ 㸪ࠖࠕプࣞࣥࣙࢩ࣮ࢸࣥࢮຊ 㸪ࠖࠕ༠ാຊࠖ➼のラ࣮ࣥࢽグ

㸪ࡽࡉࠋࡿࡏࡉୖྥࢆࣝ࢟ࢫグࣥࢳ࣮ࢸࡾࡼሙᐇ㊶ᆺ⫋⬟㛤Ⓨ⌧ࡣ㸪教ဨࡋయᚓࢆࣝ࢟ࢫ

学ᖺ㐍⾜క࠸㸪࣭ࣈࢸࢡラ࣮ࣥࢽグのᐇ㉁ࢆ学ኈㄢ⛬⯡ᾐ㏱ࡽࢀࡇࠋࡃ࠸࡚ࡏࡉ

యࢆ㐍ྲྀのẼ㢼ࡿ࠶㸪ᮏ学の教育⌮ᛕ࡛࠼ഛࢆ⬟ỗ⏝ⓗᢏ࡞ᚲ要࡚ࡋ㸪㧗ᗘᑓ㛛⫋業ே࡚ࡗࡼ

 ࠋࡿࡍ᥎㐍ࢆேᮦの育ᡂࡿࡁ࡛⌧

 

 

平成２６年度「大学教育再生加速プログラム」選定取組

大学等名：徳島大学
テーマ ：テーマⅠ（アクティブ・ラーニング）

本事業は、「鉄は熱いうちに打て」（SIH:：Strike while the Iron is Hot）の精神に則り、 「ＳＩＨ道場～アクティブ・ラーニング入門」を初年次に導入し、反転授業、グ
ル ー プ ワ ー ク 、 学 修 ポ ー ト フ ォ リ オ 、 専 門 領 域 早 期 体 験 等 に よ る リ フ レ ク シ ョ ン を 基 盤 と し た ア ク テ ィ ブ ・ ラ ー ニ ン グ の
体験を通して、学生と教員が共に学び合い、成長することで、アクティブ・ラーニングを学士課程全般に浸透させていく取組である

z アクティブ・ラーニングが形式だけにとど
まり、効果が出ない

z 新しい教育方法が分からない
z 自らの授業を振り返り、改善を検討する機

会を作れない

① 専門領域早期体験による学修
の動機づけ

② 文章力・プレゼン力・協働力
を早期に獲得

③ 能動的学修力の基礎固め

① 実践を通じアクティブ・ラー
ニングを実質化

② ルーブリック評価、反転授業
等の修得

③ 教育経験を振り返る機会

学修ポートフォリオの活用

波及効果

ティーチング・ポートフォリの活用

波及効果

z 初年次学習と目指す専門性との関連付けが
できていない

z 大学での学修に不可欠なラーニングスキル
が不十分

z 高学年において能動的学修を実践できてい
ない

SIH道場～アクティブ・ラーニング入門～

Strike while the Iron is Hot. 「鉄は熱いうちに打て」

省察/
改善 専門教育

高年次

ロールモデル

目標・計画・
学修成果

応用

共有/普及

手法A手法A’

新手法

省察/
改善 全教員が順次担当全学部の1年次学生

学 生 の 課 題 教 員 の 課 題

学生（能動的に学ぶ） 教員（新教育方法を学ぶ）

高度専門職業人の

基礎的能力を備えて卒業
大学全体にアクティブ・
ラーニングが拡大

26年度 28年度
（目標値）

30年度
（目標値）

アクティブ・ラーニングを受講する学生の割合 100％ 100％ 100％

アクティブ・ラーニングを導入した授業科目数
の割合 47％ 60％ 80％

アクティブ・ラーニングを行う専任教員の割合 52％ 63％ 77％

◆本事業を実施することにより，学生のラーニングスキル，教員のティーチ
ングスキルが向上し，学生は能動的に学修し，教員は能動的に教育改善
に取り組むことで，これまでの教育改革で増加した専門科目におけるアク
ティブ・ラーニング型授業をより実質化することができる。

◆事業実施により，学生，教員の双方が実践を通して能動的学修のスキ
ルを習得し，eポートフォリオの活用や全教員がSIH道場及びそのFD等に関
わることで，大学全体にアクティブ・ラーニングを波及させることができる。

専門科目への拡大・学生間の波及効果 他科目への拡大・教員間の波及効果
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２）組織体制（平成 28 年 4 月～平成 29 年 3 月）

事業᥎㐍௦⾲⪅ 学㛗 㔝ᆅ ᬕ

事業᥎㐍㈐௵⪅ ⌮事㸦教育ᢸᙜ㸧 㧗▼ ႐ஂ

事ົᢸᙜ⪅ ᢸᙜ 学ົ㒊教育ᨭㄢ教育⏬ᐊ㛗 ᑠᒣ 㡰Ꮚ

事ົᢸᙜ⪅ ᢸᙜ 学ົ㒊教育ᨭㄢ教育⏬ᐊᑓ㛛⫋ဨ 㔠ᚿὠᏊ

㸺徳島大学大学教育再生加速プログラムᐇᑓ㛛ጤဨ㸼

ጤဨ㛗 学㛗㸦教育ᢸᙜ㸧 㧗▼ ႐ஂ

ጤဨ㛗 教㣴教育㝔 㝔㛗 Ⲩᮌ  ⚽ኵ

ጤဨ㛗 ⥲ྜ教育࣮ࢱࣥࢭ 教育ᨵ㠉᥎㐍㒊㛛 㒊㛛㛗 ㉥ụ  㞞ྐ

⥲ྜ⛉学㒊 教ᤵ ㇏⏣ ဴஓ

་学㒊 教ᤵ すᮧ ᫂൲

ṑ学㒊 教ᤵ 㤿ሙ 㯞ே

⸆学㒊 教ᤵ ᕝῧ ⩏

⌮ᕤ学㒊 教ᤵ 㧗ᶫ ᾈᶞ

教㣴教育㝔 教ᤵ ྂᒇ  ⋹

生≀㈨※⏘業学㒊 教ᤵ ㎷  ᫂ᙪ

⥲ྜ教育࣮ࢱࣥࢭ 教育ᨵ㠉᥎㐍㒊㛛 教ᤵ ᕝ㔝  ༟

⥲ྜ教育࣮ࢱࣥࢭ 教育ᨵ㠉᥎㐍㒊㛛 ㅮᖌ ྜྷ⏣   ༤

⥲ྜ教育࣮ࢱࣥࢭ ICT ά⏝教育㒊㛛 教ᤵ 㔠す ィⱥ

学ົ㒊         㒊㛗 ᕝ㔝 ㈨

学ົ㒊教育ᨭㄢ  ㄢ㛗 ୕ዲ  ಙᖾ

学ົ㒊教育ᨭㄢ  ᐊ㛗 ᑠᒣ  㡰Ꮚ

་学㒊   教ᤵ ➉㇂  ㇏

་学㒊 教ᤵ ྜྷỌ ဴဢ

⥲ྜ教育࣮ࢱࣥࢭ 教育ᨵ㠉᥎㐍㒊㛛 ຓ教 ஂಖ⏣♸ḷ

⥲ྜ教育࣮ࢱࣥࢭ 教育ᨵ㠉᥎㐍㒊㛛 ≉௵ຓ教 ᪂ཎ ᑗ⩏

学⾡ሗ㒊 ᅗ᭩ሗㄢ ᲄ ᩄ

㸺SIH 㐨ሙᤵ業タィ࣮ࢱ࣮ࢿࢹ࣮ࢥ㸦ᖹᡂ 28 ᖺᗘᤵ業タィᢸᙜ㸧㸼 

⥲ྜ⛉学㒊 ♫⥲ྜ⛉学⛉ 教ᤵ ㇏⏣ ဴஓ 

⥲ྜ⛉学㒊 ♫⥲ྜ⛉学⛉ 教ᤵ ౫ᒸ 㶾ඣ 

་学㒊 ་学⛉ 教ᤵ すᮧ ᫂൲ 

་学㒊 ་⛉ᰤ㣴学⛉ 教ᤵ ➉㇂  ㇏ 

་学㒊 ಖ学⛉┳ㆤ学ᑓᨷ 教ᤵ Ᏻ ᩄஅ 

་学㒊 ಖ学⛉ᨺᑕ⥺ᢏ⾡⛉学ᑓᨷ 教ᤵ ᳃⏣ ᫂ 

3



་学㒊 ಖ学⛉᳨ᰝᢏ⾡⛉学ᑓᨷ 教ᤵ ⣽ ⱥྖ 

ṑ学㒊 ṑ学⛉ 教ᤵ 㤿ሙ 㯞ே 

ṑ学㒊 ཱྀ⭍ಖ学⛉ 教ᤵ ఀ㈡ ᘯ㉳ 

⸆学㒊 教ᤵ బ㔝 ⱱᶞ 

⌮ᕤ学㒊 ♫ᇶ┙ࢫ࣮ࢥࣥࢨࢹ 教ᤵ Ώ㑔   

⌮ᕤ学㒊 ᶵᲔ⛉学ࢫ࣮ࢥ 教ᤵ 㧘ᒾ  ᫀᘯ 

⌮ᕤ学㒊 ᛂ⏝学ࢸࢫࢩムࢫ࣮ࢥ 教ᤵ እ㍯୍㑻 

⌮ᕤ学㒊 㟁Ẽ㟁Ꮚࢸࢫࢩムࢫ࣮ࢥ ㅮᖌ ᴮᮏ  ᓫᏹ 

⌮ᕤ学㒊 ሗගࢸࢫࢩムࢫ࣮ࢥ 教ᤵ ἰ⏣  ṇ㞝 

⌮ᕤ学㒊 ᛂ⏝⌮ᩘࢫ࣮ࢥ 教ᤵ 大  ṇᶞ 

⌮ᕤ学㒊 ᛂ⏝⌮ᩘࢫ࣮ࢥ 教ᤵ ୕ዲ ᚫ 

生≀㈨※⏘業学㒊 教ᤵ ᯇᮌ ᆒ 

་⒪教育㛤Ⓨ࣮ࢱࣥࢭ 教ᤵ ࿃ጔ 㞞ᙪ 

㸺SIH 㐨ሙᤵ業タィ࣮ࢱ࣮ࢿࢹ࣮ࢥ㸦ᖹᡂ 29 ᖺᗘᤵ業タィᢸᙜ㸧㸼 

⥲ྜ⛉学㒊 教ᤵ ୕ᾆ  ဢ

་学㒊 ་学⛉ 教ᤵ ㉥ụ 㞞ྐ

་学㒊 ་⛉ᰤ㣴学⛉ 教ᤵ 㓇  ᚭ

་学㒊 ಖ学⛉┳ㆤ学ᑓᨷ 教ᤵ ᳃  

་学㒊 ಖ学⛉ᨺᑕ⥺ᢏ⾡⛉学ᑓᨷ 教ᤵ 㜰㛫  ⛱

་学㒊 ಖ学⛉᳨ᰝᢏ⾡⛉学ᑓᨷ 教ᤵ ∦ᒸ ᱇Ꮚ

ṑ学㒊 ṑ学⛉ 教ᤵ ᒣᮏ ᮁோ 

ṑ学㒊 ཱྀ⭍ಖ学⛉ 教ᤵ ⓑᒣ 㟹ᙪ 

⸆学㒊 教ᤵ ᕝῧ ⩏

⌮ᕤ学㒊 ♫ᇶ┙ࢫ࣮ࢥࣥࢨࢹ 教ᤵ 㤿ሙ ಇᏕ

⌮ᕤ学㒊 ᶵᲔ⛉学ࢫ࣮ࢥ 教ᤵ 㛗㇂ᓮὒ 

⌮ᕤ学㒊 ᛂ⏝学ࢸࢫࢩムࢫ࣮ࢥ 教ᤵ ᒸᮧ ⱥ୍ 

⌮ᕤ学㒊 㟁Ẽ㟁Ꮚࢸࢫࢩムࢫ࣮ࢥ ㅮᖌ ⰰᕝ ṇṊ 

⌮ᕤ学㒊 ሗගࢸࢫࢩムࢫ࣮ࢥ ㅮᖌ Ỉ⛉ ᬕᶞ 

⌮ᕤ学㒊 ᛂ⏝⌮ᩘࢫ࣮ࢥ 教ᤵ ୰ᮧ ᾈ୍ 

生≀㈨※⏘業学㒊 教ᤵ Ḉ㇂ ⱥ

་⒪教育㛤Ⓨ࣮ࢱࣥࢭ 教ᤵ ࿃ጔ 㞞ᙪ

㸺SIH 㐨ሙࢶࣥࢸࣥࢥసᡂ࣮࣡ࣥ࢟ググ࣮ࣝプ㸼 

⥲ྜ教育࣮ࢱࣥࢭ 教育ᨵ㠉᥎㐍㒊㛛 教ᤵ ᕝ㔝  ༟

⥲ྜ教育࣮ࢱࣥࢭ 教育ᨵ㠉᥎㐍㒊㛛 教ᤵ ᐑ⏣ ᨻ徳

⥲ྜ教育࣮ࢱࣥࢭ 教育ᨵ㠉᥎㐍㒊㛛 ㅮᖌ ྜྷ⏣ ༤
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⥲ྜ教育࣮ࢱࣥࢭ 教育ᨵ㠉᥎㐍㒊㛛 ຓ教 ஂಖ⏣♸ḷ

⥲ྜ教育࣮ࢱࣥࢭ 教育ᨵ㠉᥎㐍㒊㛛 ≉௵ຓ教 ᪂ཎ ᑗ⩏

⥲ྜ教育࣮ࢱࣥࢭ ICT ά⏝教育㒊㛛 教ᤵ 㔠す ィⱥ

⥲ྜ⛉学㒊 教ᤵ ᡞ 

学ඹ㏻教育࣮ࢱࣥࢭ 教ᤵ 㰺⸨  㝯ோ

３）実施体制 

3.1)実施 

大学教育ጤဨ⌮事㸦教育ᢸᙜ㸧ࢆጤဨ㛗ࠕࡿࡍ大学教育再生加速プログラムᐇᑓ㛛ጤ

ဨ 㸪SIHࡋ⨨タࠖࢆ 㐨ሙのᐇ㛵ࡿࡍయ⤫ᣓ㸪ᤵ業タィ࣮ࢱ࣮ࢿࢹ࣮ࢥ➼のேᮦの㑅ฟ࣭

ࡾᙜ࡚➼ࠋࡿ࠸࡚ࡗ⾜ࢆ⥲ྜ教育࣮ࢱࣥࢭ教育ᨵ㠉᥎㐍㒊㛛࡛ࡣ㸪ᤵ業タィ㸪ᤵ業ᢸᙜ⪅のᨭ

࡚ࡋ FD 㸪SIHࡣググ࣮ࣝプ࡛ࣥ࢟సᡂ࣮࣡ࢶࣥࢸࣥࢥࠋࡿ࠸࡚ࡗ⾜ࢆಶู┦ㄯࡸ 㐨ሙ࡛学

生ࡀ⏝ࡿࡍ教ᮦ➼のᤵ業ᢸᙜ⪅ࢆᨭࡵࡓࡿࡍのࢶࣥࢸࣥࢥ㸪ᤵ業の࡞ࡦᙧ➼ࢆసᡂࠋࡿ࠸࡚ࡋ 
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3.2）評価 

 ᮏྲྀ⤌のጇᙜᛶཬࡧಙ㢗ᛶ᳨ࢆドࡵࡓࡿࡍ㸪་⒪⣔㸪ᕤ学⣔㸪⥲ྜ⛉学⣔㡿ᇦの学㆑⤒㦂⪅

ྛ 1 ྡ㸪༞業ᚋの࡞㐍㊰࡛ࡿ࠶་⒪ᶵ㛵㸪教育࣭◊✲ᶵ㛵㸪業の㛵ಀ⪅ྛ 1 ྡ㸪教育学ᑓ㛛

ᐙ 1 ྡのྜィ 7 ྡ࡛ᵓᡂࡿࡍእ㒊ホ౯ጤဨࢆタ⨨ࡋ㸪ᮏྲྀ⤌の㐍ᤖ≧ἣᡂᯝ࡚࠸ࡘホ౯ࢆ

教育の⌧≧࣭ㄢ㢟ࡀ教⫋ဨ㸪学生ࡵࡓࡿࢀධࡾྲྀ教育ᨵ㠉ࢆ㸪学生のኌࡓࡲࠋࡿ࠸࡚ࡗ⾜

࡚࠸ࡘ教育ࠕ࣮ࢱࣥࢭ㸪⥲ྜ教育࡚ࡋ⧊⤌࠺⾜ࢆ➼ᥦ࡞㸪ලయⓗ࠸⾜ࢆពぢ࡚࠸ࡘ

SIHࠕのୗࡑ㸪ࡋ⨨タࢆ学生࣭教⫋ဨᑓ㛛ጤဨࠖࡿࡍᥦ࠼⪄ 㐨ሙホ౯࣭ᨵၿ࣮࣡ࣥ࢟ググ

࣮ࣝプࠖࢆタࠋࡿ࠸࡚ࡅ

４）年次計画 

SIH 㐨ሙࡣ㸪ᮏ学の 1 ᖺḟဨࡀ๓ᮇཷㅮึࡿࡍᖺḟ教育プログラム࡛ࡑࠋࡿ࠶の‽ഛࡋ

࡚㸪๓ᖺᗘの 10 ᭶ࡾࡼᤵ業タィ࣮ࢱ࣮ࢿࢹ࣮ࢥの㑅ฟࡀጞࡾࡲ㸪プログラムࡈᤵ業タィ

ࡓࡅྥḟᖺᗘࡸ㸪ホ౯࠸⾜ࢆࡾ㏉ࡾࡈプログラムࡣ㸪ᤵ業⤊ᚋࡓࡲࠋࡿࢀࡉ㛤ጞࡀ

ᨵၿィ⏬ࢆసᡂࡋ㸪11 ᭶ᐇࠕࡿࡍSIH 㐨ሙࡾ㏉࢘ࢪ࣏ࣥࢩࡾム࡛ࠖ㸪学ෆయの⥲ᣓࢆ⾜

 ࠋࡿ࠶࡛ࡾ௨ୗのᅗの㏻ࡣ࣮ࣝࣗࢪࢣࢫᖺḟ࡞ࠋ࠺

図 SIH 道場 1 年間の実施スケジュール 
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５）活動内容 

ᐇ᪥㸦ᮇ㛫㸧 ᐇෆᐜ ᑐ㇟ 

ᖹᡂ 27ᖺ 12᭶ 2᪥㸪

9 ᪥㸪15 ᪥ 
ᖹᡂ28ᖺᗘSIH㐨ሙࣥࢸ࣮࣑ࣇ࢜ࢡࢵ࢟グ

㸦ⶶᮏࢫࣃࣥࣕ࢟ 1 ᅇ㸪ᖖ୕島ࢫࣃࣥࣕ࢟ 2 ᅇ㸧

ᖹᡂ 28 ᖺᗘᤵ業タィ࣮ࢥ

࣮ࢱ࣮ࢿࢹ

ᖹᡂ 28 ᖺ 3 ᭶ 1 ᪥㸪

2 ᪥㸪7 ᪥㸪8 ᪥ 
ᖹᡂ 28 ᖺᗘ SIH 㐨ሙ FD࣭ㄝ᫂ 
㸦ⶶᮏࢫࣃࣥࣕ࢟ 2 ᅇ㸪ᖖ୕島ࢫࣃࣥࣕ࢟ 2 ᅇ㸧

ᤵ業タィࢱ࣮ࢿࢹ࣮ࢥ

࣮࣭ᤵ業ᢸᙜ⪅

ᖹᡂ 28ᖺ 4᭶㹼ᖹᡂ

29 ᖺ 3 ᭶ୖ᪪ 
SIH 㐨ሙ学生ᑐ㇟ࢺ࣮ࢣࣥのᐇ SIH 㐨ሙཷㅮ学生 

ᖹᡂ 28 ᖺ 4 ᭶㹼3 ᭶

ୖ᪪

SIH 㐨ሙ教ဨᑐ㇟ࢺ࣮ࢣࣥのᐇ SIH 㐨ሙᢸᙜ教ဨ 

ᖹᡂ 28 ᖺ 6 ᭶ 6 ᪥ ➨ 7 ᅇ AP ᐇᑓ㛛ጤဨ AP ᐇᑓ㛛ጤဨጤဨ 

ᖹᡂ 28ᖺ 10᭶ 11᪥ ➨ 8 ᅇ AP ᐇᑓ㛛ጤဨ AP ᐇᑓ㛛ጤဨጤဨ 
ᖹᡂ 28 ᖺ 8 ᭶㹼10
᭶

SIH 㐨ሙホ౯࣭ᨵၿ࣮࣡ࣥ࢟ググ࣮ࣝプࣥ

ㄪᰝ࣮ࣗࣅࢱ

ホ౯࣭ ᨵၿ࣮࣡ࣥ࢟ググࣝ

࣮プ学生ጤဨ 23 ྡ 
ᖹᡂ 28ᖺ 11᭶ 11᪥ ᖹᡂ 28 ᖺᗘ SIH 㐨ሙࡾ㏉࢘ࢪ࣏ࣥࢩࡾム 大学㸪▷大㸪㧗ᰯの教⫋ဨ

ཬࡧ学生

ᖹᡂ 28ᖺ 12᭶ 8᪥㸪

13 ᪥㸪22 ᪥㸪ᖹᡂ

29 ᖺ 1 ᭶ 11 ᪥ 

ᖹᡂ29ᖺᗘSIH㐨ሙࣥࢸ࣮࣑ࣇ࢜ࢡࢵ࢟グ

㸦ⶶᮏࢫࣃࣥࣕ࢟ 2 ᅇ㸪ᖖ୕島ࢫࣃࣥࣕ࢟ 2 ᅇ㸧

ᖹᡂ 29 ᖺᗘᤵ業タィ࣮ࢥ

࣮ࢱ࣮ࢿࢹ

ᖹᡂ 28 ᖺ 12 ᭶ 28
᪥

AP  ム࢘ࢪ࣏ࣥࢩ
㸦࣭ࣈࢸࢡࠕラ࣮ࣥࢽグ ㌿ᤵ業ࠕࠖ 㸧ࠖ

大学㸪▷大㸪㧗ᰯの教⫋ဨ

ཬࡧ学生

ᖹᡂ 29 ᖺ 2 ᭶ 24 ᪥ ➨ 9 ᅇ AP ᐇᑓ㛛ጤဨ AP ᐇᑓ㛛ጤဨጤဨ 

ᖹᡂ 29 ᖺ 3 ᭶ 1 ᪥㸪

2 ᪥㸪6 ᪥㸪7 ᪥ 
ᖹᡂ 29 ᖺᗘ SIH 㐨ሙ FD࣭ㄝ᫂ 
㸦ⶶᮏࢫࣃࣥࣕ࢟ 2 ᅇ㸪ᖖ୕島ࢫࣃࣥࣕ࢟ 2 ᅇ㸧

ᖹᡂ 29 ᖺᗘᤵ業タィ࣮ࢥ

࣭࣮ࢱ࣮ࢿࢹ ᤵ業ᢸᙜ⪅

ᖹᡂ 29 ᖺ 3 ᭶ 3 ᪥ 徳島大学 AP እ㒊ホ౯ጤဨ APᐇᑓ㛛ጤဨጤဨ➼

６）情報発信 

6.1)大学ウェブページ 

学ෆእのሗⓎಙのࡵࡓ㸪徳島大学ࢪ࣮࣌ࣈ࢙࢘㸪大学教育再生加速プログラムのྲྀ⤌

ࡿ࠸࡚ࡗ⾜ࢆ㸪㝶ྲྀ⤌のሗᥦ౪ࡅタࡓ᪂ࢆࢪ࣮࣌ࡿࡍᥖ㍕ࢆࡳ

㸦URL㸸http://www.tokushima-u.ac.jp/campus/education/㸧ࠋ 

ᥖ㍕ෆᐜࡣ㸪大学教育再生加速プログラム事業のྲྀ⤌概要㸪SIH 㐨ሙの概要㸪ᖺᗘィ⏬の㸪

SIHࠕ 㐨ሙ㹼࣭ࣈࢸࢡラ࣮ࣥࢽグධ㛛㹼ࠖのࢺࢫ࢟ࢸ㸦PDF㸧㸪㛵㐃ᅗ᭩࣭ࣈࢸࢡࡸラ

ࠋࡿ࠶ணᐃ࡛ࡃ࠸࡚ࡏࡉᐇࢆෆᐜࡽࡉ㸪ࡣᚋࠋࡿ࠸࡚ࡗ⾜ࢆ教ᐊのෆࢫ࣮࣌ࢫグࣥࢽ࣮
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6.2)学会・フォーラム等およびジャーナル 

AP 事業ࠕSIH 㐨ሙ㹼࣭ࣈࢸࢡラ࣮ࣥࢽグධ㛛㹼ࠖのྲྀ⤌࡚࠸ࡘ㸪学࣮࢛ࣇࡧࡼ࠾ラ

ム➼࡚࠸࠾ሗᥦ౪ࠋࡓࡗ⾜ࢆ学Ⓨ⾲ࡣ࡚࠸ࡘ㸪ཱྀ㢌Ⓨ⾲ࢆ 2 ௳㸪࣮ࢱࢫ࣏Ⓨ⾲ࢆ 2 ௳⾜

ࣝࢼ࣮ࣕࢪࡀሗ࿌ࡿࡍ㛵㐃⤌㸪ྲྀ࠸ 1 ௳ᥖ㍕ࠋࡓࢀࡉ

＜学会・フォーラム等＞ 

大学教育学➨ 38 ᅇ大㸸ཱྀ㢌Ⓨ⾲ 

᪥㸸 ᖹᡂ 28 ᖺ 6 ᭶ 11 ᪥㸦ᅵ㸧10:00㹼12:00 

ሙᡤ㸸❧㤋大学大㜰ࢫࣃࣥࣕ࢟ࡁࡽࡤ࠸ 

Ⓨ⾲⪅㸸ஂಖ⏣♸ḷ 

㢟┠㸸ࠕOJT ᆺ FD  グのᬑཬ㸫徳島大学のྲྀ⤌事ࠖࣥࢽラ࣮࣭ࣈࢸࢡࡿࡼ

ദ㸸୍⯡♫ᅋἲே大学教育学 
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SPOD ラム࣮࢛ࣇ 2016㸸࣮ࢱࢫ࣏Ⓨ⾲ 

᪥㸸 ᖹᡂ 28 ᖺ 8 ᭶ 24 ᪥㸦Ỉ㸧17:40㹼19:00 

ሙᡤ㸸ឡ大学ᇛࢫࣃࣥࣕ࢟

Ⓨ⾲⪅㸸᪂ཎᑗ⩏㸪ஂಖ⏣♸ḷ㸪ྜྷ⏣༤

㢟┠㸸ึࠕᖺḟ教育のᑟධࢆ㏻ࡓࡋ AL の学ⓗᬑཬのྲྀ⤌ࠖ 

ദ㸸ᅄᅜᆅ༊大学教⫋ဨ⬟ຊ㛤Ⓨࢡ࣮࣡ࢺࢵࢿ㸦SPOD㸧 

ึᖺḟ教育学➨ 9 ᅇ大 㸸ཱྀ㢌Ⓨ⾲ 

᪥㸸 ᖹᡂ 28 ᖺ 9 ᭶ 11 ᪥㸦᪥㸧10:00㹼12:00 

ሙᡤ㸸ᅄᅜ大学

Ⓨ⾲⪅㸸ྜྷ⏣༤

㢟┠㸸ࠕ学⩦ຠᯝࢆ㧗ࡿࡵࡾ㏉ಁࢆࡾ㐍ࡿࡍᤵ業タィ㸫ึᖺḟ教育プログラムࠗSIH 㐨ሙ㹼

㸫ࠖࡽグධ㛛㹼࠘の事ࣥࢽラ࣮࣭ࣈࢸࢡ

ദ㸸ึᖺḟ教育学

大学教育学 2016 ᖺᗘㄢ㢟◊✲㞟㸸࣮ࢱࢫ࣏Ⓨ⾲ 

᪥㸸ᖹᡂ 28 ᖺ 12 ᭶ 3 ᪥㸦ᅵ㸧12:00㹼12:50㸪14:30㹼15:20 

ሙᡤ㸸༓ⴥ大学す༓ⴥࢫࣃࣥࣕ࢟

Ⓨ⾲⪅㸸ஂಖ⏣♸ḷ㸪᪂ཎᑗ⩏㸪ྜྷ⏣༤

㢟┠㸸ึࠕᖺḟ教育ࢆ学生ࡣの࠺ࡼᤊࡿ࠼㸫プログラムཷㅮ┤ᚋの࣮ࣗࣅࢱࣥ⤖ᯝの᳨ウ

ࠖࡽ

ദ㸸୍⯡♫ᅋἲே大学教育学

㸺ࣝࢼ࣮ࣕࢪ➼㸼

ᇳ➹⪅㸸ஂಖ⏣♸ḷྜྷࠊ⏣༤ 

グᆺึᖺḟ教育プログラࣥࢽラ࣮࣭ࣈࢸࢡᤵ業タィ̿ࡿࡍ㐍ಁࢆࡾ㏉ࡾ㸸学ಟのࣝࢺࢱ

ムの事ࡽ 

㞧ㄅྡ㸪ᕳྕ㸪㡫㸸ி㒔大学㧗➼教育◊✲㸪➨ �� ྕ㸪SS�������� 

Ⓨ⾜᪥㸸ᖹᡂ �� ᖺ �� ᭶ � ᪥ 

Ⓨ⾜ඖ㸸ி㒔大学㧗➼教育◊✲㛤Ⓨ᥎㐍࣮ࢱࣥࢭ 
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